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第
　
回
定
期 

　
大
会
特
集
号 

20

「
東
京
を
中
心
と
し
て
輸

送
障
害
、
重
大
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
会
社
は
私
た
ち

が
求
め
て
い
る
安
全
・
安
定

輸
送
の
具
体
的
な
要
求
に
つ

業
本
部
長
、
国
労
東
日
本
海

渡
・
福
田
の
両
顧
問
弁
護
士
、

国
労
東
日
本
家
族
会
北
沢
副

会
長
、
国
労
本
部
吉
田
書
記

長
よ
り
順
次
ご
挨
拶
を
頂
い

た
。議

題
は
大
会
延
期
承
認
か

ら
始
ま
り
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
設
置
提
案
、
経
過
報

告
・
運
動
方
針
（
案
）
の
一

括
提
案
、
協
約
・
協
定
の
締

結
提
案
、
同
承
認
ま
で
進
め

ら
れ
、
機
関
紙
表
彰
を
行
い

午
前
の
議
事
を
休
会
。

午
後
の
議
事
は
、
二
〇
〇

六
年
度
東
日
本
委
員
の
選
挙

告
示
か
ら
再
開
し
、
決
算
・

監
査
報
告
、
予
算
（
案
）
の

提
案
な
ど
の
財
政
議
題
の
後
、

経
過
・
運
動
方
針
含
め
た
一

括
討
論
（
別
掲
）
に
入
っ
た
。

討
論
は
、
中
間
答
弁
を
は

さ
み
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
一
九
名
も
の
代
議
員
よ

り
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
、

高
野
書
記
長
の
集
約
（
別
掲
）

を
ふ
ま
え
、
全
体
の
拍
手
に

て
経
過
・
運
動
方
針
（
案
）

を
承
認
・
可
決
し
た
。

そ
の
後
議
事
は
、
予
算

（
案
）
を
承
認
・
可
決
し
、
東

日
本
委
員
の
選
出
を
行
い
ス

ト
権
一
票
投
票
に
入
り
、
七

い
て
必
ず
し
も
認
め
る
方
向

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
皆
さ

ん
の
事
故
に
対
す
る
見
直
し

と
検
証
を
含
め
て
発
言
を
い

た
だ
き
実
り
あ
る
大
会
に
し

た
い
。
」
と

し
た
、
藤
野

副
委
員
長
の

司
会
挨
拶
か

ら
幕
を
開
け

た
第
二
〇
回

定
期
大
会
。

七
二
名
中
七

〇
名
の
代
議

員
、
全
構
成

員
の
出
席
を

確
認
し
成
立

を
宣
言
。
議

長
に
は
宮
崎

（
東
京
）
代

議
員
、
副
議

長
に
は
佐
藤

（
東
京
）
代

議
員
を
選
出

し
議
事
に
入

っ
た
。

冒
頭
、
執

行
委
員
会
を

代
表
し
演
壇

に
た
っ
た
伊

藤
委
員
長
は

五
点
に
渡
り

挨
拶
し
（
詳
細
は
別
掲
）、
と

り
わ
け
「
配
属
差
別
事
件
、

昇
進
差
別
事
件
の
和
解
成
立

は
、
組
織
強
化
・
拡
大
へ
の

展
望
を
切
り
開
く
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
出
来

た
〜
こ
の
二
〇
年
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、
国
労

差
別
に
屈
せ

ず
職
場
を
基

軸
に
団
結
し

た
闘
い
に
よ

っ
て
今
日
が

あ
る
〜
情
勢

認
識
の
一
致

を
図
り
、
職

場
運
動
の
活

性
化
を
進
め

る

こ

と

か

ら
、
強
化
・

拡
大
の
展
望

が
切
り
開
け

る
〜
。
」
と
、

強
調
し
た
。

続
い
て
、

来
賓
の
挨
拶

に
入
り
、
中

央
労
働
委
員

会
・
松
井
労

働
者
委
員
、

全
国
交
運
共

済
・
宮
坂
事

国
労
東
日
本
本
部
は
、
結
成
二
〇
回
目
と
な
る
定
期
大
会
を
東
京
・
芝
に
て
開
催

し
た
。

当
面
す
る
、
採
用
差
別
事
件
の
早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
闘
い
を
は
じ
め
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
〇
七
春
闘
や
労
働
条
件
改
善
に
向
け
た
闘
い
な
ど
、
一
九

名
も
の
代
議
員
に
よ
る
熱
心
な
討
論
か
ら
運
動
方
針
を
確
立
し
た
。
以
下
、
今
号
は

大
会
報
告
と
す
る
。

〇
名
の
出
席
代
議
員
全
員
の

賛
成
で
確
立
し
た
。
時
間
の

関
係
に
よ
り
、
二
本
用
意
さ

れ
た
特
別
決
議
と
委
員
会
宣

言
は
議
長
団
の
取
り
計
ら
い

で
短
縮
し
た
提
案
で
確
立
、

最
後
に
伊
藤
委
員
長
の
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
て
、

闘
い
の
意
思
統
一
と
し
た
。

〇
五
年
度
の
機
関
紙
表
彰
は
一
交
流
会
、
六
機
関
紙
の
申
請
が

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
添
え
て
大
会
表
彰
さ
れ
た
。
表
彰
内
容

は
左
記
の
通
り
。（「
支
部
日
報
」
は
二
部
門
で
の
表
彰
）

学
習
会
継
続
部
門

◇
六
乗
務
員
区
交
流
会
（
東
京
車
掌
区
・
国
府
津
運
輸
区
・
　

熱
海
運
輸
区
・
静
岡
運
輸
区
・
沼
津
運
輸
区
・
伊
豆
急
乗

務
員
区
）
一
七
年
間
連
続
交
流
会
開
催

年
間
五
〇
号
発
刊
部
門

◇
「
国
労
さ
が
み
」
旧
相
模
支
部
・
五
四
号
発
行
　

◇
「
ス
ク
ラ
ム
」
長
野
総
合
車
両
所
支
部
・
六
三
号
発
行
　
　

◇
「
国
労
新
幹
線
」
長
野
新
幹
線
運
転
所
分
会
・
五
三
号
発
行

◇
「
ろ
ば
た
」
東
北
工
事
事
務
所
分
会
・
五
七
号
発
行
　

◇
「
分
会
か
べ
新
聞
」
蒲
田
車
掌
区
分
会
・
八
〇
号
発
行
　
　

◇
「
支
部
日
報
」
秋
田
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
支
部
　
二
四
五
号
　

発
行

通
算
五
〇
〇
号
発
刊
部
門

◇
「
支
部
日
報
」
秋
田
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
支
部
・
通
算

一
、
〇
〇
〇
号
発
行

な
お
、「
分
会
か
べ
新
聞
」
は
連
続
二
回
表
彰
、「
ろ
ば
た
」

「
支
部
日
報
」
は
そ
れ
ぞ
れ
連
続
五
回
表
彰
を
達
成
し
、
次
回

大
会
で
の
連
続
表
彰
に
向
け
て
期
待
の
高
ま
る
結
果
と
な
っ

た
。 来

　
賓

中
央
労
働
委
員
会

労
働
者
委
員
　
松
井
保
彦

東
日
本
本
部
弁
護
団

弁
護
士
　
　
　
福
田

護

弁
護
士
　
　
　
海
渡
雄
一

家
族
会
東
日
本
連
合
会

副
会
長
　
　
北
沢
江
利
子

国
労
会
館

専
務
理
事
　
　
古
関
武
三
　
　 全

国
交
運
共
済
生
協
東
日
本
事

業
本
部
　

事
業
本
部
長
　

宮
坂
義
久

国
労
本
部

書
記
長
　
　
　

吉
田
　
進

メ
ッ
セ
ー
ジ

国
労
西
日
本
本
部

執
行
委
員
長
　

上
村
隆
志

国
労
東
海
本
部

執
行
委
員
長
　

山
梨
幸
夫

株
式
会
社
印
刷
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長

野
村
昌
弘

「六乗務員区交流会」 「国労さがみ」 「スクラム」「国労新幹線」
原島透さん　　　　　中沢啓三さん　　　村田彰さん
「ろばた」 「分会かべ新聞」 「支部日報」
船涛修さん　　　　　森川成三さん　　　山本禎さん
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竹
内
代
議
員
（
東
京
）

介
護
休
暇
、
育
児
休
暇
は

あ
っ
て
も

無
給
で
は

生
活
が
不

安
。
必
要

な
と
き
に

取
れ
る
よ

う
に
改
善

を
。

「
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
ス

タ
ー
ト
。
女
性
ト
イ
レ
が
少

な
い
、
女
性
だ
け
の
休
憩
室

が
な
い
な
ど
が
現
実
。

電
子
カ
ル
テ
導
入
で
タ
ダ

働
き
が
多
く
な
っ
た
。
意
見

箱
に
入
っ
た
声
は
病
院
も
敏

感
。
意
見
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

石
塚
代
議
員
（
仙
台
）

ス
イ
カ
導
入
で
大
き

く
変
化
。
一
人
体
制
で

休
憩
時
間
も
券
売
機
や

接
客
で
休
め
な
い
。
ニ

ュ
ー
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
で

早
期
退
職
が
多
く
出
た

が
、
再
就
職
は
な
く
首

切
り
の
実
態
に
な
っ
て

い
る
。

遺
失
物
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
で
二
分
す
る

声
。
風
規
制
に
よ
る

三
三
適
用
で
超
勤
が

多
発
な
ど
問
題
は
山

積
。
職
場
闘
争
が
問

わ
れ
て
い
る
。

安
濃
代
議
員
（
東
京
）

和
解
以
降
変
化
し
て

き
て
い
る
。
国
労
で
も

合
格
と
い
う
確
信
に
つ

な
が
っ
た
。
今
後
の
和
解
も

合
意
と
理
解
を
得
る
努
力
を

求
め
る
。

運
転
阻
害
は
効
率
化
の
ツ

ケ
。
車
両
メ
ン
テ
近
代
化
の

取
り
組
み
を
明
ら
か
に
。

乗
務
割
交
番
作
成
規
定
の

見
直
し
で
「
食
う
、
寝
る
、

ト
イ
レ
」
の
三
大
要
求
と
退

職
ま
で
乗
務
で
き
る
行
路
作

成
を
。

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

闘
い
を
積
極
的
に
。

田
澤
代
議
員
（
新
潟
）

い
な
ほ
事
故
。
原
因
の
究

明
と
再
発
防
止
に
向
け
た
決

意
を
明
ら
か
に
し
緊
急
申
し

入
れ
を
行
な
っ
た
。「
突
風
は

予
測
不
能
」
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
。

西
日
本
事
故
で
も
申
し
入

れ
た
。
仕
事
総
点
検
運
動
に

つ
な
げ
改
善
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

羽
越
線
土
砂
崩
壊
が
起
き

た
。
問
題
点
を
整
理
し
申
し

入
れ
す
る
。

退
職
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
特

健
の
扱
い
の
充
実
を
。

山
崎
代
議
員
（
東
京
）

昨
年
の
試
験
で
は
運
転
士
、

検
修
が
全
滅
。「
東
労
組
の
強

い
職
場
で
は
和
解
し
て
も
合

格
し
な
い
」
と
い
う
風
潮
が

出
来
、
今
年
は
受
験
状
況
が

悪
か
っ
た
。
包
括
的
和
解
は

理
解
す
る
が
挫
折
感
や
敗
北

感
を
与
え
な
い
よ
う
に
納
得

で
き
る
和
解
が
必
要
。
拡
大

に
も
飛
躍
で
き
る
。

九
条
の
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
東
日
本
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

山
本
代
議
員
（
秋
田
）

秋
田
支
社
は
湯
沢

市
な
ど
多
く
の
反
対

の
声
を
無
視
し
リ
モ

ー
ト
マ
ル
ス
を
導
入

し
た
。
社
員
の
士
気

も
下
が
っ
て
い
る
。

「
駅
の
あ
り
方
」
や
エ

リ
ア
異
動
な
ど
深
刻

な
問
題
が
山
積
。
反

合
闘
争
の
強
化
を
。

属
託
、
再
雇
用
社

員
の
組
織
化
に
む
け

各
級
機
関
の
努
力
を
。

国
鉄
闘
争
は
一
日

も
早
い
解
決
に
向
け

本
部
に
結
集
し
強
化

を
図
ろ
う
。

橋
本
代
議
員
（
仙
台
）

配
転
・
出
向
差
別

は
最
低
で
も
謝
罪
が

ほ
し
い
。

耐
用
年
数
を
超
え

た
車
両
の
状
態
把
握
と
そ
れ

に
基
づ
く
検
修
体
制
の
確
立

を
求
め
た
い
。

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ
作

業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
近
代

化
な
ど
会
社
施
策
に
対
し
合

理
化
反
対
を
明
確
に
し
た
取

り
組
み
を
。

森
代
議
員
（
東
京
）

常
磐
快
速
線
の
架
線
が
切

れ
終
日
大
混
乱
し
た
。
社
員

は
暴
言
に
耐
え
何
も
答
え
ら

れ
な
い
状
況
。「
駅
の
あ
り
方
」

解
明
要
求
は
貧
弱
で
あ
る
。

正
社
員
の
採
用
を
増
や
さ
せ

る
、
小
規
模
駅
の
一
括
委
託

を
認
め
な
い
、
何
が
起
き
て

も
対
応
で
き
る
要
員
配
置
を

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

シ
ニ
ア
雇
用
は
Ｊ
Ｒ
へ
の

再
雇
用
な
ど
の
要
求
を
掲
げ

る
べ
き
。

病
気
で
途
中
か
ら
欠
勤
す

る
場
合
、
年
休
扱
い
に
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
調
査
し
改

善
を
。

和
解
協
議
は
昇
進
の
検

証
・
総
括
を
き
ち
ん
と
す
べ

き
。
バ
ッ
チ
事
件
ま
で
一
緒

に
扱
う
事
は
反
対
。

赤
沼
代
議
員
（
水
戸
）四

月
富

岡
踏
切
グ

ル
ー
プ
が

廃
止
さ
れ
、

九
月
に
は

水
戸
、
土

浦
ベ
ン
デ

ィ
ン
グ
廃

止
が
提
案
さ
れ
た
。
通
勤
不

可
能
な
出
向
発
令
も
さ
れ
て

お
り
、
和
解
協
議
の
中
で
扱

っ
て
も
ら
い
た
い
。
新
た
な

差
別
を
作
ら
せ
な
い
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
の
取
り
組
み
を
。

リ
モ
ー
ト
マ
ル
ス
、
一
人

勤
務
な
ど
合
理
化
総
合
対
策

委
員
会
を
充
実
さ
せ
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
。

ら
い
た
い
。

設
備
メ
ン
テ
の
見
直
し
交

渉
を
早
急
に
。

異
常
時
と
言
え
ど
も
連
続

乗
務
時
間
な
ど
一
定
の
ル
ー

ル
が
必
要
。
穴
を
あ
け
て
も

昨
年
一
二
月
二
五

日
に
発
生
し
た
羽
越

本
線
脱
線
・
転
覆
事

故
は
鉄
道
輸
送
に
対

す
る
不
安
と
不
信
を

招
き
ま
し
た
。
労
働

組
合
と
し
て
の
存
在

も
問
わ
れ
る
重
大
事

故

で

し

た
。

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
輸
送

障
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
一
月
に
は
伯
備
線
、
七
月
に

は
東
海
道
本
線
で
保
線
社
員
の

触
車
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
で
発
生
し
て
い
る
事
故

原
因
は
、「
規
制
緩
和
」
に
よ
る

効
率
化
、
安
全
軽
視
に
よ
っ
て

発
生
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

昨
年
の
尼
崎
線
脱
線
・
転
覆

事
故
で
は
、
社
員
管
理
・
教
育

と
技
術
力
維
持
・
向
上
の
あ
り

方
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
間
差
別
も

「
安
全
・
安
定
」
輸
送
確
立
に
向

け
て
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
内
包

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

東
日
本
本
部
は
、
「
正
常
な

労
使
関
係
」
の
確
立
と
「
安

全
・
安
定
」
輸
送
の
確
立
、

「
不
公
平
感
の
な
い
職
場
の
確

立
」
「
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
健
全
な
会
社
を
作
る
」

こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
「
仕
事
総
点
検
運
動
」

「
安
全
総
点
検
」
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

要
求
の
多
数
派
を
作
り
出
す
意
志
統
一
を

お
願
い
し
ま
す
。

不
採
用
事
件
は
二
〇
年
を
迎
え
な
い
た

め
に
も
、
第
七
四
回
定
期
全
国
大
会
確
認

を
も
と
に
早
期
解
決
に
向
け
東
日
本
本
部

九
地
本
が
一
致
団
結
し
闘
う
こ
と
を
大
会

の
総
意
と
し
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
四
年
九
月
の
配
属
差
別
事
件
。
昨
年

一
〇
月
の
昇
進
差
別
事
件
の
和
解
成
立
を

経
て
、
出
向
・
配
転
等
四
〇
事
件
の
和
解

調
査
が
一
二
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
四
月
に
は
バ
ッ
チ
事
件
の
一
括
和
解

協
議
の
提
案
が
中
労
委
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
東
日
本
本
部
は
、「
差
別
の
清
算
と
解

消
」
「
正
常
な
労
使
関
係
の
確

立
」「
国
労
組
織
の
将
来
展
望
」

を
基
本
に
据
え
対
処
し
て
い
く

考
え
で
す
。

「
究
極
の
差
別
」
を
受
け
な

が
ら
も
現
在
も
一
万
人
以
上
の

組
合
員
が
国
労
東
日
本
に
結
集

し
て
い
ま
す
。
配
属
事
件
、
昇

進
差
別
事
件
の
和
解
成
立
は
組

織
の
強
化
・
拡
大
へ
の
展
望
を

切
り
開
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
情
勢
認
識
を

一
致
さ
せ
職
場
運
動
の
活
性
化

を
進
め
る
こ
と
か
ら
組
織
強

化
・
拡
大
に
む
け
自
信
を
持
っ

て
奮
闘
す
る
こ
と
を
強
く
訴
え

ま
す
。

小
泉
内
閣
は
社
会
シ
ス
テ
ム

を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
拝
金
主

義
を
蔓
延
さ
せ
ま
し
た
。
ト
ヨ

タ
、
パ
ロ
マ
な
ど
の
大
企
業
に

よ
る
欠
陥
隠
し
は
そ
の
象
徴
で

す
。
「
憲
法
よ
り
日
米
安
保
」

「
国
民
生
活
よ
り
大
企
業
の
利

益
優
先
」
の
結
果
、
生
活
破
壊

が
進
ん
で
い
ま
す
。
労
働
組
合

と
し
て
憲
法
、
教
育
基
本
法
と
合
わ
せ

「
運
輸
政
策
・
規
制
緩
和
」
な
ど
結
合
さ
せ

な
が
ら
国
民
生
活
の
「
安
全
・
安
心
」
を

守
る
闘
い
の
強
化
を
訴
え
ま
す
。

国
労
東
日
本
本
部
は
こ
れ
ら
諸
課
題
の

前
進
・
改
善
に
向
け
て
先
頭
に
立
っ
て
奮

闘
す
る
決
意
を
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第20回東日本大会の質疑討論

2 0 0 6年 9月 1 5日（ ２ ）



国　　 労　　 東　　 日　　 本

中
山
代
議
員
（
東
京
）

新
橋
支
部
で
は
、
駅
頭
宣

伝
行
動
、
国
会
前
座
り
込
み
、

デ
モ
行
進
な
ど
四
日
間
春
闘

統
一
行
動
を
行
っ
て
き
た
。

東
京
車
掌
区
分
会
で
、

三
名
の
仲
間
を
東
労
組
か

ら
国
労
に
迎
え
入
れ
る
こ

と
が
出
来
た
。
月
一
回
の

組
織
対
策
会
議
を
開
催
し
、

新
入
社
員
の
国
労
加
入
獲

得
に
向
け
た
取
組
み
を
強

化
し
て
き
た
。
支
部
独
自
で
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
全
分
会

で
四
月
一
日
か
ら
一
ヶ
月
間

掲
示
し
、
組
織
強
化
・
拡
大

に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

き
た
。

小
黒
代
議
員
（
高
崎
）

長
野
・
新
潟
・
東
北
方
面

の
被
災
組
合
員
支
援
の
緊
急

カ
ン
パ
を
取
り
組
む
こ
と
を

提
案
す
る
。

中
期
経
営
構
想
の
も
と
、

「
合
理
化
」
が
強
行
さ
れ
て
い

る
。
国
労
高
崎
と
し
て
、
地

域
へ
の
ビ
ラ
配
り
、
関
係
自

治
体
へ
の
要
請
行
動
、
新
聞

社
へ
の
リ
ー
ク
を
行
い
、
社

会
問
題
化
す
る
よ
う
反
対
行

動
を
と
っ
て
き
た
。
本
部
に

お
い
て
も
、
撤
回
と
い
う
こ

と
を
基
本
に
闘
い
を
構
築
す

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

出
向
会
社
と
の
直
接
団
体

交
渉
を
す
る
体
制
づ
く
り
を

要
請
す
る
。

菊
池
代
議
員
（
盛
岡
）Ｊ

Ｒ
不

採
用
事
件

の
早
期
解

決
に
向
け

て
キ
ャ
ラ

バ
ン
行
動

を
展
開
し

て
き
た
。

青
森
県
集
会
を
は
じ
め
、
盛

岡
地
方
本
部
家
族
会
と
帯
広

闘
争
団
家
族
会
の
交
流
会
を

取
り
組
む
。

労
務
政
策
の
転
換
と
労
使

関
係
の
正
常
化
に
向
け
て
、

包
括
的
和
解
を
推
進
す
る
べ

き
と
考
え
る
。

盛
岡
に
リ
モ
ー
ト
マ
ル
ス

拠
点
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
多

く
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

リ
モ
ー
ト
マ
ル
ス
拠
点
セ
ン

タ
ー
と
導
入
駅
の
交
流
会
を

東
日
本
本
部
と
し
て
検
討
し

て
欲
し
い
。

山
田
代
議
員
（
東
京
）

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
解
決

に
向
け
て
、
政
府
を
交
渉
テ

ー
ブ
ル
に
引
き
出
す
課
題
、

窓
口
を
民
主
党
の
一
部
と
い

う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
野
党

国
対
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る

課
題
な
ど
、
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
東
日
本
本
部
が
国
労

本
部
へ
の
働
き
か
け
を
強
め

る
こ
と
を
求
め
る
。

バ
ッ
チ
事
件
を
含
む
包
括

的
和
解
に
つ
い
て
、
当
事

者
・
分
会
が
理
解
し
や
す
い

協
議
経
過
の
説
明
、
大
方
の

合
意
と
職
場
組
合
員
の
理
解

を
得
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

渡
部
代
議
員
（
東
京
）

機
械
化
「
合
理
化
」
で
、

指
定
券
売
機
Ｍ
Ｖ
三
〇
、
リ

モ
ー
ト
マ
ル
ス
「
も
し
も
し

券
売
機
Ｋ
ａ
ｅ
ｒ
ｕ
く
ん
」

が
導
入
さ
れ
た
。
七
駅
の
利

用
者
か
ら
の
苦
情
を
中
心

に
、
各
駅
の
実
態
調
査
を
行

い
、
定
期
的
に
交
流
会
を
行

い
問
題
点
を
出
し
合
っ
て
き

た
。八

王
子
支
社
は
、
駅
の
委

託
化
を
急
速
に
進
め
て
い

る
。
委
託
化
で
業
務
を
丸
投

げ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
職

場
に
現
職
を
残
し
経
験
豊
富

な
元
職
の
シ
ニ
ア
社
員
を
加

え
、
国
労
と
し
て
組
織
化
し

て
い
く
取
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

坂
本
代
議
員
（
水
戸
）

水
戸
地
本
は
、
事
故
を
風

化
さ
せ
な
い
取
組
み
と
し
て
、

九
三
年
水
戸
駅
構
内
負
傷
事

故
を
機
に
、
毎
年
「
命
と
権

利
を
守
る
三
・
三
〇
集
会
」

を
継
続
し
て
い
る
。

配
転
・
出
向
差
別
等
四
〇

事
件
及
び
バ
ッ
チ
事
件
の
包

括
的
な
和
解
協
議
に
つ
い
て

は
、
紛
争
解
決
に
当
た
っ
て

過
去
の
清
算
と
謝
罪
を
柱
に

粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
を

東
日
本
本
部
に
要
請
す
る
。

坂
口
代
議
員
（
千
葉
）内

房
線

で
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ダ
イ
ヤ

に
な
い
訓

練
列
車
が

運
行
さ
れ

た
。
安
全

上
問
題
で

あ
る
。
団
体
交
渉
を
開
催
し

て
正
式
な
通
達
文
書
を
出
す

よ
う
に
要
請
し
た
。

総
武
緩
行
線
で
レ
ー
ル
が

折
れ
る
事
故
が
あ
っ
た
。
こ

の
間
の
輸
送
障
害
の
多
発
で
、

早
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
に

要
員
体
制
を
置
く
対
応
を
さ

せ
ら
れ
た
。

出
向
協
定
に
つ
い
て
は
、

出
向
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
慎
重
に
扱
っ
て
も
ら
い
た

い
。

八
郷
代
議
員
（
東
京
）

上
野
支
部
と
し
て
、
新
採

対
策
ビ
ラ
を
作
成
し
て
配
布

し
た
。
国
労
と
し
て
意
識
が

変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が

一
番
の
成
果
で
あ
る
。

春
闘
時
期
に
、
現
場
長
へ
の

要
求
申
し
入
れ
行
動
を
展
開
し

た
。
日
常
的
な
行
動
が
重
要
で

あ
る
。
職
場
の
要
求
運
動
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
。

「
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

二
〇
〇
八
」
で
大
量
の
契
約

社
員
を
導
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
国
労
と
し
て
正
規
社

員
の
配
置
を
求
め
る
と
同
時

に
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
制

度
確
立
の
取
組
み
を
要
請
す

る
。

西
尾
代
議
員
（
東
京
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、「
ニ
ュ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
〇
〇
八
に

お
け
る
今
後
の
駅
の
あ
り
方
」

で
、
首
都
圏
の
駅
の
人
減
ら

し
計
画
を
出
し
て
き
た
。
常

磐
地
区
協
で
は
、
二
日
間
に

求
を
行
い
、
安
全
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
作
業
を
再
開
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

わ
た
り
四

駅
で
宣
伝

行
動
を
行

っ
た
。

バ
ッ
チ
事

件
は
、
九

月
の
指
導

車
掌
の
発

令
や
昇
進
試
験
の
最
終
合
格

者
の
状
況
を
踏
ま
え
た
一
括

解
決
の
中
で
判
断
す
べ
き
で

あ
る
。

一
〇
四
七
問
題
で
、
運
輸

機
構
へ
の
地
位
確
認
を
求
め

る
こ
と
は
、
政
治
解
決
を
促

進
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

も
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
採
用
と
い

う
要
求
か
ら
も
適
切
で
は
な

い
。

粕
尾
代
議
員
（
長
野
）

闘
争
団
支
援
の
物
資
販
売

で
一
五
〇
〇
万
円
の
売
り
上

げ
と
、
年
末
に
一
・
五
ト
ン

の
米
を
送
る
こ
と
が
出
来

た
。
地
本

独
自
行
動

で
、
五
日

間
の
街
宣

行
動
を
取

り

組

ん

だ
。和

解
協

議

が

進

み
、
三
名

の
組
合
員

が
元
職
場

に

戻

れ

た
。
国
労

バ
ッ
チ
問

題
を
ど
う

扱
っ
て
い

く
の
か
明

ら
か
に
し

て

欲

し

い
。ア

ス
ベ

ス
ト
問
題

で
解
明
要

山
根
法
対
部
長

◇
和
解
に
つ
い
て
は
謝

罪
の
上
解
決
金
の
支
払
い

を
求
め
て
い
る
。
こ
の
考

え
を
し
っ
か
り
基
本
に
据

え
て
全
力
を
上
げ
た
い
。

◇
勤
務
の
途
中
に
帰
る

方
が
年
休
で
処
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
事

実
に
つ
い
て
正
確
に
教
え

て
い
た
だ
き
対
処
す
る
。

高
野
書
記
長

◇
女
性
社
員
の
問
題
に

つ
い
て
は
婦
人
部
と
相
談

し
本
社
に
対
す
る
申
し
入

れ
な
ど
も
取
り
組
み
改
善

に
向
け
進
め
て
い
き
た

い
。◇

一
人
勤
務
の
問
題
に

つ
い
て
は
運
輸
協
議
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

◇
遺
失
物
管
理
シ
ス
テ

ム
に
限
ら
ず
教
育
問
題
は

全
員
を
対
象
に
充
実
を
図

る
べ
き
と
会
社
に
求
め
て

き
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

今
後
も
求
め
て
い
く
。

◇
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

近
代
化
に
つ
い
て
は
す
で

に
申
を
提
出
し
て
あ
る
の

で
早
期
に
交
渉
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
。

◇
乗
務
員
行
路
に
つ
い

て
は
す
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
し
要
求
の
取
り

ま
と
め
に
入
っ
て
い
る
。

ま
と
ま
り
し
だ
い
組
合
員

に
返
し
な
が
ら
会
社
側
に

求
め
て
い
く
。

◇
九
条
の
会
は
、
東
日

本
本
部
と
し
て
平
和
と
民

主
主
義
と
憲
法
を
守
る
と

い
う
立
場
で
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
要
請

が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

◇
駅
の
あ
り
方
の
問
題

に
つ
い
て
は
第
一
次
の
解

明
要
求
の
交
渉
が
終
了
し

た
。
今
後
第
二
次
解
明
と

基
本
を
求
め
る
要
求
を
作

成
し
な
が
ら
交
渉
を
取
り

組
ん
で
い
く
。

東
日
本
本
部
委
員

盛
岡
地
本

米
田
勝
義

菊
池
要
悦
　
阿
部
一
久

秋
田
地
本

山
本
文
英

仙
台
地
本

曽
我
浩
之

小
檜
山
広
幸

新
潟
地
本

田
澤
忍

高
崎
地
本

須
藤
光
夫

水
戸
地
本

赤
沼
廣
行

千
葉
地
本

坂
口
智
彦

長
野
地
本

粕
尾
　
彰

東
京
地
本

本
間
直
樹

中
山
充
郎
　
山
田
博
樹

八
郷
清
幸
　
小
桜
隆
次

井
草
茂
典
　
渡
部
和
男

相
笠
清
勝
　
中
山
正
岐

馬
橋
博
一
　
佐
藤
　
治
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①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
全
面

解
決
を
求
め
る
闘
い
に
つ
い
て

第
七
四
回
全
国
大
会
で
確
認
さ

れ
た
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
指
示
が
発
せ
ら
れ
て
い

る
。二

〇
年
間
と
い
う
長
期
の
闘
い

を
こ
の
機
に
解
決
を
図
る
と
い
う

決
意
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
の
時
期

だ
か
ら
こ
そ
闘
争
団
を
支
え
る
生

活
援
助
金
カ
ン
パ
、
物
資
販
売
、

Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
、「
連
帯
す
る
会
」
な
ど
の
取
組
み
を
強
化
し
、
中
央
・
地
方
に
お
け
る
取
組

み
・
団
結
を
大
事
に
し
、
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
解
決
に
向
け
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め
る
。

②
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
、
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

重
大
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
国
土
交
通
省
か
ら
輸
送
改
善
命

令
、
関
東
運
輸
局
か
ら
警
告
書
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
重
大
事
故
の
背
景
に
は
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
、
効
率
化
「
合
理
化
」
に
大
き
な
要
因
が
あ
る
。
今
後
電
気
関
係

の
見
直
し
要
求
、
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
近
代
化
に
関
す
る
解
明
及
び
見
直
し
要
求
、
施
設
関

係
職
場
に
お
け
る
緊
急
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、
申
に
基
づ
く
早
期
交
渉
開
催
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
む
。

「
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
〇
〇
八
に
お
け
る
今
後
の
駅
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
勤
務

体
制
の
問
題
、
駅
の
一
括
委
託
の
問
題
、
サ
ー
ビ
ス
と
安
全
の
問
題
、
働
く
環
境
の
問
題
も

含
め
た
要
求
書
を
作
成
し
な
が
ら
、
早
期
交
渉
を
取
り
組
む
。

③
二
〇
〇
七
春
闘
に
つ
い
て

二
〇
〇
七
春
闘
に
向
け
て
、
九
月
の
賃
金
に
基
づ
く
「
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
が
取
り

組
ま
れ
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
新
賃
金
要
求
及
び
具
体
的
方
針
に
つ
い
て
は
、

東
日
本
本
部
委
員
会
で
議
論
・
決
定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

④
中
労
委
和
解
協
議
と
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

昇
進
差
別
事
件
の
和
解
、
そ
れ
を
受
け
た
中
で
の
中
労
委
か
ら
の
提
起
に
基
づ
く
配
転
・

出
向
な
ど
四
〇
事
件
の
和
解
協
議
、
ま
た
新
た
な
展
開
と
し
て
バ
ッ
チ
事
件
を
含
め
た
一
括

和
解
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
労
と
し
て
、
解
決
金
・
謝
罪
を
求
め
て
い
く
。
地
方
代
表

者
・
関
係
支
部
代
表
者
・
弁
護
団
と
の
会
議
を
設
定
し
な
が
ら
、
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、

慎
重
に
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

今
日
の
大
会
ま
で
一
一
名
の
組
織
拡
大
が
さ
れ
た
。
若
い
人
た
ち
の
心
を
ど
う
国
労
に
傾

か
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
組
織
の
拡
大
に
全
力
を
挙
げ
る
。

⑤
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
退
職
者
の
特
殊
健
康
診
断
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
車
両
の
撤
去
、
地
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
社
宅
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
問
題
な
ど
、
地
方
本
部
・
地
区
本
部
業
務
部
長
・
職

協
代
表
者
会
議
で
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

⑥
政
治
闘
争
に
つ
い
て

憲
法
・
教
育
基
本
法
改
悪
を
頂
点
と
し
た
政
治
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
各
地
方
・
地
域

に
お
け
る
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
労
働
者
・
国

民
と
と
も
に
、
政
治
的
課
題
に
対
す
る
運
動
を
強
め
て
い
く
。
来
年
実
施
さ
れ
る
統
一
地
方

選
挙
・
参
議
院
選
挙
を
全
力
で
闘
う
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
合
い
た
い
。
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大
会

前
日
の

八
月
一

〇

日

、

国
労
東

日
本
本

部
結
成

二
〇
周

年
記
念

レ
セ
プ

シ
ョ
ン

が
東
京

芝
・
弥

生
会
館

に
て
開

催

さ

れ
、
歴

代
の
三

役
を
は

じ

め

、

本
部
役

員
・
弁
護
団
・
中
里
中
央
共

闘
議
長
・
家
族
会
な
ど
八
〇

名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
挨
拶
し
た
伊
藤

委
員
長
は
「
一
九
八
七

年
二
月
二
七
日
、
『
国
労

東
日
本
鉄
道
本
部
』
と

し
て
結
成
〜
『
差
別
攻

撃
』
が
連
日
行
わ
れ

『
国
労
組
合
員
の
脱
退
』

が
続
く
中
〜
弁
護
団
と

連
携
し
て
〜
各
地
方
労

働
委
員
会
の
場
を
通
じ

て
『
不
当
労
働
行
為
』

『
差
別
』
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
『
差
別
解
消
』

を
求
め
る
闘
い
を
組
織

さ
れ
〜
」
と
、
当
時
の

状
況
を
振
返
り
つ
つ
、

現
在
の
中
労
委
に
お
け

る
一
括
和
解
に
触
れ
、

「
二
〇
年
を
迎
え
る
今
、

〜
和
解
の
場
を
通
じ
て

当
時
の
『
差
別
の
実
態
』

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し

組
合
員
の
『
怒
り
』
と

『
が
ん
ば
り
』
が
あ
っ
て

〜
今
が
あ
る

こ
と
を
確
認

し
た
い
」
と
、

続
く
闘
い
の

決
意
を
述
べ

た
。懇

親
会
で

は
歴
代
委
員

長
が
当
時
の

状

況

を

紹

介
、
ス
ク
ラ

ム
組
ん
で
の

国
鉄
労
働
組

合
歌
合
唱
か

ら
、
森
岡
青

年
部
長
の
元

気
な
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で

国
労
運
動
の

更

な

る

発

展
・
前
進
に

向
け
た
意
思

統

一

を

し

た
。

芝・弥生会館で開催されたレセプション


